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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ様～本日、御家族の面会があり御家族の今後の意向について確認しています。

　　　　　　　　御家族の意向として、入院を継続して施設入所を希望されています。

・伊藤　雄一様～本日、赤十字病院受診しています。同内容で77日分処方となっています。次回の受診は、3/27(火)となっています。

＜注目患者様＞

・浅野　秀子様～昨日、感冒症状あり漢方薬が処方となっています。漢方薬服用後、本人より「恐い夢を見た」「苦い」と話し服薬拒否ありますが説明にて服用されています。バイタル異常はありません。深夜帯、1時に中途覚醒され3時に再就床しています。プログラムへは支障なく取り組むこと出来ています。引き続き、感冒症状・夜間の睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

・山田　隆雄様～昨日の日勤帯、ホールにてしゃがみ耳を塞いでいる事あり声掛けに「なんでもない」と話されています。22時に就床後、2時に覚醒され「勘違いした」と話され再就床しています。起床後は、周囲を気にする様子見られています。作業スタッフからの情報で本人が作業棟に来棟後、眉間にしわを寄せていたがスタッフが挨拶すると表情和らぎ、頭を下げていたとの事。その後は、普段通りに作業を取り組んでいたとの事です。夜間の睡眠状態に変化見られてきていますので、夜間の睡眠状況・余暇の過ごし方の観察をしていき、異常体験に左右されている様子が認められた場合は介入していきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・滝澤　久江様～青風荘入所に関して診察の際、三浦SWから入所は無理である事・介護保険を申請していく旨主治医へ情報提供しています。今後、SW・看護スタッフ・御家族で話し合い方向性を定めていく予定です。

＜田名部Drケースカンファレンス・診察＞

・倉橋　生子様～声高に話し掛け見られています。他者の不満など聞かれていますがトラブルとなる事はありません。昨日の準夜帯にて、肛門部に関しての訴え聞かれており本人婦人科診察を希望されています。

　　　　　診察→本人より痔の訴えあり、痛みはないがたまに出血があるとの事。サーカネッテン(痔疾用剤) 3T 3×ndE/7Tが今日の夕から臨時処方となっています。主治医より、服用し様子をみるよう説明受け本人了承しています。部位の観察・本人から訴えあった際は傾聴していきましょう。

・菊地　明子様～感冒症状持続していますがバイタル異常はありません。本人、安静保っていると話されていますが外出している事ありますので感冒症状軽減するまでは安静にして頂くよう声掛けしていきましょう。引き続き、日課・プログラムの取り組み状況の観察を行っていきましょう。

・林　田鶴子様～外泊帰院後から入浴の拒否見られています。本人より感冒症状の訴えありバイタル測定促しますが「熱はないのでいいです」と拒否あります。保清面の観察を行い必要に応じて介入していきましょう。

　　　　　診察→外泊中は、床掃除をしてきたと本人話されています。本人より「咳がでる」と訴えあり、葛根湯(漢方) 3P 3×vdE･2Tが今日の夕から2日分臨時処方となっています。感冒症状の観察を行っていきましょう。尚、他の患者様の氏名を

　　　　　　　　挙げ、「風邪をうつされたんです。」と話しています。周囲への被害的な言動

　　　　　　　　についても観察・確認していきましょう。






















